
飛騨市成人式が１月３日、市内４会場で開かれました。
今年の新成人は297人（男性148人、女性149人）。
色あざやかな振り袖や真新しいスーツに身を包み、大人
の仲間入りをしました。
井上市長から成人証書と記念品目録が手渡され、新成人
の代表は「二十歳になっての誓いの言葉」を力強く述べま
した。

飛騨市成人式
新たな誓いを胸に
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自由な動きで楽しくダンス
12月９日（水）　神岡小学校

古川大好き発表会
12月４日（金）　古川小学校

古川小学校で総合学習発表会神岡小学校で創作ダンス研修

懸命に創作ダンスを行う児童たち 保護者に祝い唄を披露する児童たち

　古川小学校で12月４日、総合学習発表会があり、６年生の
児童117人が古川の祝い唄「若松様＆ぜんぜのこ」を披露しま
した。
　この発表会は、将来に渡ってふるさとの伝統文化に愛着を
深めてもらおうと、数年前から毎年、６年生が古川町の文化
や歴史などを学んでいます。
 この日は、体育館で祝い唄を披露した後、各クラスに分かれ
古川の魅力を伝える手づくりＣＭを発表しました。
　作成した児童は「笑顔で声を大きくして台詞を言うことが
難しかった」と語り、参観した保護者は「大人も勉強になる内
容でよくできていた。とても成長したと思う」と嬉しそうに語
りました。

　神岡小学校で 12 月９日、４年生が対象の創作ダンス研修
がありました。講師は、国内外でプロとして活躍しているのダ
ンサーの東野祥子さん。本研修は、ＮＰＯ法人ひだ文化村が、
市内の小中学校にプロダンサーを派遣するアウトリーチ事
業として企画しました。
　最初は、初めて見るダンスの迫力にとまどっていましたが、
東野さんの動きをまねしながら一緒に体を動かすうちに滑ら
かに表現できるようになりました。
　生徒は「前からダンスに興味があったけど、今日の研修で
より興味がわいた」と話しました。

人権作文で最優秀賞受賞
12月９日（水）　古川中学校

ロボット競技で世界一に！
12月２日（水）　市長室

飛騨神岡高校　ロボット部　報告会中学生人権作文コンテスト表彰式

表彰を受けた生徒たち
右から堀之上さん、西村くん、佐藤くん、井平久さん

受賞の報告に訪れた生徒たち　部長の藤田くん（右から２人目）

　飛騨神岡高等学校のロボット部の生徒２人が10月31日、
11月１日に韓国で行われたロボットの「国際競技大会」に日
本チームの一員として出場し、団体種目の障害物リレーで優
勝するなどの報告に市役所を訪れました。
　同大会には昨年度から２年連続で出場し、同競技の他ボ
クシングやリレーでも日本チームの準優勝に大きく貢献しま
した。
　部長の藤田くんは「色々な国の人とロボットについて会話
できたことがいい経験となった。優勝できてよかった」と話
しました。

　古川中学校で12月９日、中学生人権作文コンテストの表彰
式が行われました。
　表彰式では、全国大会で法務省人権擁護局長賞などを受
賞した同校３年生の堀之上さや子さん、飛騨地区大会で優
秀賞などを受賞した３年生の西村海輝くん、１年生の佐藤宗
谷くん、井平久美菜さんが出席し、岐阜地方法務局高山支局
の味藤幸司支局長より表彰状が手渡されました。
　全国大会で人権擁護局長賞を受賞した堀之上さんは「自
分が悩んだことを作文にしました。たくさんの人から応援
メッセージをもらえて嬉しかった」と語りました。
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花もち飾りを作ろう
12月12日（土）・13日（日）　神岡町公民館・古川郷土民芸開館

暦を楽しむワークショップ2015

栗の木に白もちを飾る親子たち

　暦を楽しむワークショップが12月12日・13日の２日間、
神岡町公民館と古川郷土民芸会館で行なわれました。
　このワークショップは、ふるさとを思う気持ちや、心の豊
かさの育成につなげようと、古くから行われていた行事や風
習を体験できるもので、市内の小学生とその保護者約100
人が参加しました。
　神岡町公民館では、32人の親子が長さ３㍍以上の栗の
木に白い餅を巻き付けて大きな花もち飾りを作り、公民館
のロビーに飾りました。その後、各自がナラの花もち株に餅
やナンテン、マツなどを飾り付け、ミニ花もち飾りを作りま
した。

特製おでんづくりに挑戦
12月９日（水）宮城保育園

宮城保育園で収穫祭

各クラスのおでんを見学する児童たち

　宮城保育園で12月９日、食育教室と収穫祭が開かれ、全
園児93人がおにぎりや特製おでんづくりに挑戦しました。
　収穫祭では、市の栄養士の指導によりクラスごとにおでん
づくりを行いました。おでんの具には、園児たちが育て収穫し
たダイコンや定番の焼き豆腐、がんもどきのほか各家庭で考
えてきたギョーザなどの変わった具材などもありボリューム
満点でした。また、おにぎりづくりでは、年中・年長児が漬け
た梅漬けを使いました。
　園児たちは出来上がった特製おでんとおにぎりをおいしそ
うに味わいました。

元気いっぱい笑顔のプレゼント
12月10日（木）　養護老人ホーム和光園

おいしいお餅をありがとう
12月16日（水）飛騨吉城特別支援学校

支援学校で餅つき交流会 和光園で増島保育園児と交流

合唱を披露する園児たち青龍会と一緒に餅つきを楽しむ児童たち

　飛騨吉城特別支援学校の生徒児童36人は、殿町青龍会と
青龍台組青年部 20 人と餅つきや花もち飾りで交流をしまし
た。
　青年部を退部したメンバーで組織される青龍会は、地域を
盛り上げたいと３年前に発足しました。同年に同地区に設立
した飛騨吉城特別支援学校の支援をしたいと始めた交流会
は今年で３回目となりました。
　生徒たちは、餅つきをした後、あんこやきなこ、醤油で味付
けしたつきたての餅を味わいました。花もち飾りでは、紅白の
餅を真剣な顔で、木の枝に丁寧に巻き付けていました。

　増島保育園の年中園児39人は12月10日、養護老人ホーム
和光園を訪れ、入所者に抹茶を振る舞いました。
　恒例行事で、20年前から続けています。
　同保育園では、園の行事として茶道を習っており、今回も
指導している茶道裏千家の森下英子さんらの協力により行
いました。森下さんらが準備した抹茶や茶菓子を園児が一人
一人にこぼさないよう配りました。
　抹茶を味わった後に、同園の発表会で披露した合唱や肩
たたきのプレゼントがあったり、園児の元気いっぱいの笑顔
や声に、入所者は「元気を分けてもらった。ありがたい」と話
していました。
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た
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。
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計
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・
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迎
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上
げ
る
前
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
こ
と
は
、
花
火
を
上
げ
る
た

め
の
土
台
作
り
で
あ
り
ま
す
。
私
の
こ

の
８
年
間
は
、
ひ
た
す
ら
飛
騨
市
が
自

治
体
と
し
て
安
定
し
、
更
に
発
展
す
る

土
台
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９

４
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図
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Ｐ
Ｏ
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築
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岡
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。
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。
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新春の古川を駆け抜ける
１月１日（金）　ハートピア古川

飛騨市ふるかわ元旦マラソン2016

山中和紙をいつまでも
12月17日（木）　市長室

柏木一枝さん卓越した技能で県知事表彰受賞

岐阜県知事表彰を受賞した柏木一枝さん（左）

　河合町の柏木一枝さんが、平成 27年度卓越した技能者の
岐阜県知事表彰を受賞され、12月17日市長に報告に市役所
を訪れました。
　本年度県内で同様の表彰を受けた方は柏木さんを含め
12人の方が受賞されました。
　柏木さんは50年以上山中和紙の製造に携わっています。
　柏木さんは「この賞をいただけたのも、これまで続けてこ
られたのもお客様がいてくれたからこそ。全てお客様のおか
げです。今年もまめで相変わらずがんばりたい」と話しました。

元気いっぱいにスタートする参加者 寒ブリと花もちの贈呈式

地元の観光案内を一任
12月25日（金）　市長室

飛騨市観光大使委嘱

　市では、従前から観光案内人として活躍している鮎飛定男
さん、飛騨古川夢ふるさと案内人会（代表森下純雄さん）、神
岡街歩きガイド（代表大田利正さん）に飛騨市観光大使を委
嘱しました。
　３名は「長く住んでいても地域の良さに気づかない。観光客
が何を見たいのか、何がおもしろいのかを市民にも知っても
らい、市全体で盛り上げたい」と意気込みを語りました。
　市長は、「外ばかりに目を向けがちだが、地元で観光を支え
てもらっている皆様に委嘱をさせてもらった。これからもお
願いしたい」と語りました。

委嘱された観光大使のみなさん 左から大田さん、鮎飛さん、森下さん

ノーベル賞受賞・北陸新幹線開業１周年記念
12月23日（水）　船津座

飛越交流ブリ・ノーベル街道　歳末かがやき市

　東京大学宇宙線研究所所長の梶田隆章先生のノーベル物
理学賞受賞と北陸新幹線開業１周年を記念した「飛越交流
ブリ・ノーベル出世街道まつり　歳末かがやき市」が神岡町
の船津座で開かれました。
　ステージでは、富山商工会議所から神岡商工会議所へ寒
ブリが、神岡商工会議所から富山商工会議所へは花もちの
贈呈式が行われました。
　贈呈された寒ブリは、抽選会の景品として来場者に手渡さ
れました。
　また、会場内では、門松づくり体験や、正月飾りの即売会
などが行われ、多くの来場者で賑わいました。

　第45回飛騨市ふるかわ元旦マラソン2016が開かれ、市民
や帰省者ら960人のランナーが参加し、ハートピア古川を起
点に思い思いの走りを堪能しました。
　この日は、積雪も無く朝から晴天に恵まれ、最初に受付を
行った池田倫也さんファミリーが「元旦マラソンをスタートに
今年一年健康で過ごせるように体力づくりに努め、家族で完
走することを誓います」と選手宣誓を行いました。
　家族連れやスポーツ少年団、仮装をして走る人たちなど、
参加者は1.7㌔、2.4㌔、4.2㌔のコースをそれぞれのペースで
元気いっぱいに走りました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます



関係者によるテープカット

12月26日の内覧会の様子

12月26日の内覧会の様子

古紙配合率100％、白色度77％
再生紙を使用しています
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前月比

交通事故
人身交通事故 物 損

交通事故件数 死者 傷者
累計
昨年
増減

飛騨警察署管内（平成27年１月１日からの累計）
※人身事故件数、負傷者数、物損事故件数は速報値　

人口
男 女 計 世帯数
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転　入
転　出

（12月31日現在） の状況（12月31日現在）の動き（１月１日現在 住民登録人口） の状況

 ■施設の概要
宮川町林50番地１　
社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）
宮川振興事務所・宮川町公民館複合施設建設事業
平成25年11月～平成27年12月
1,851.11㎡（駐車場含む）
鉄筋コンクリート造２階建
959.08㎡　１階（宮川振興事務所）564.28㎡
２階（宮川町公民館）382.17㎡　屋上階12.63㎡
２億9,284万円

所 在 地
事 業 名

事業期間
敷地面積
建物構造
床 面 積

事 業 費

　昨年の４月に起工式を行った宮川振興事務所と宮川町公民館の竣工式
が12月26日、施工業者をはじめ関係者が出席のもと執り行われました。
　完成した施設は、振興事務所と公民館機能を併せた施設として、行政
サービスや地域の活動拠点となります。

1階ホール 多目的トイレ

２階会議室 ２階エレベーターホール

宮川振興事務所・宮川町公民館が完成しました

24 2 33 527
27 2 35 481
-3 0 -2 46
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12,293 13,268 25,561 8,936
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